
新たな「優先的に取り組む連携課題」の抽出について  

１．新たな課題抽出に向けたアンケート実施について 

◆対  象 ： 南海トラフ地震対策中部圏戦略会議 全ての機関 

◆目  的 ： 中部圏地震防災基本戦略が平成２４年度に策定されてから３年が経過、各機関によ
る  
         施策が取り組まれている中で、社会情勢の変化や、法律の施行やそれらに基づく計画 
         の策定、実施が進んでいることから、各機関の施策の取り組み状況と意見を収集・ 
         整理して、新たな課題の抽出に結びつけていくため、アンケートを実施。 

２．アンケート回答状況まとめ（11/18現在） 

＜新たに考えられる課題＞ 

 被災者支援対策 
   広域的な避難を含めた被災者受入施設等の事前登録や避難所運営などに関する連携体制 
 
 情報共有の強化 
   事前対策及び被災状況の情報共有を目的とした情報図などツールの普及・活用 
 
 医療支援の連携 
   被災医療施設の患者及び負傷者の広域医療搬送やＤＭＡＴの活動支援 
 
 中山間部における災害対策 
   大規模土砂災害に対する救急・救援活動や応急対策等を行うための連携体制 
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